
平成３０年６月２８日

後志地域の観光周遊ルートを担う国道を快適に！
～世界の後志を目指した「しりべし快適走行プロジェクト」～

後志地域は、国際的観光地ニセコを有しており、近年、外国人を始めとした多くの観光客が訪れ

ています。

今後、更なる観光振興を図るため、豊かな自然と交通アクセスを生かした観光地形成に向け、周

辺道路の安全性や快適性の向上による走行環境整備が求められています。

小樽開発建設部として、「世界の後志」を目指した地域の観光振興に貢献するため広域的な観光

周遊ルートを担う国道の走行環境改善等を行います。また、倶知安町におけるＧ２０サミット観光

大臣会合開催にも寄与します。

１ 広域的な観光周遊ルートを担う国道の走行環境の改善

札幌方面～ニセコエリアへの主要なアクセスルートとなっている小樽開発建設部管内の３ルート（国

道５号、国道２３０号、国道２７６号）および広域的な観光周遊ルートについて、交通安全対策や舗装

修繕等を順次進めます。

２ 景観に優れた道路エリアを道路情報板で情報発信（日本語及び英語）

７月９日から、景観に優れた道路エリアをお知らせするため、シーニックバイウェイ北海道支笏洞爺

ニセコルートニセコ羊蹄エリア内※１の道路情報板３０箇所で、ルート名を日本語および英語を交互に

表示します。

※１ 蘭越町、ニセコ町、真狩村、留寿都村、喜茂別町、京極町、倶知安町、共和町、岩内町、小樽市、赤井川村の１１

市町村の管内の道路がエリア範囲になります。

※「世界の後志」を目指すため、後志総合振興局とのコラボレーション

ロゴ「ShiriBeshi」を制作しました。

詳細については小樽開発建設部のホームページをご覧ください。

小樽開発建設部では、後志地域に来訪される観光客を始めとした多くの方々を安全で快適に

おもてなしするため、国道の走行環境改善や道路情報板での情報発信等を行う「しりべし快適

走行プロジェクト」に取り組みます。

【問合せ先】 国土交通省 北海道開発局 小樽開発建設部

特定道路事業対策官 蛯澤 秀則（電話番号 0134-23-5199）

道路計画課長 瀬能 博之（電話番号 0134-23-5229）

小樽開発建設部ホームページアドレス http://www.hkd.mlit.go.jp/ot/



○小樽開発建設部では、ニセコエリアを始めとした後志地域に来訪される多くの観光客の方々を安全で快適に
おもてなしするため、国道の走行環境改善を行う「しりべし快適走行プロジェクト」に取り組み、「世界の
後志」を目指した地域の取組に貢献・協力します。

○空の玄関口である新千歳空港および札幌方面～ニセコエリアへの主要なアクセスルートとなっている３ルー
ト（R5,R230,R276）および広域的な観光周遊ルートについて、交通安全対策や舗装修繕等を順次進めます。

○広域的な観光周遊ルートを担う国道の走行環境の改善

G20サミット観光大臣会合
（開催地：倶知安町）
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シーニックバイウェイ北海道 支笏洞爺ニセコルート
ニセコ羊蹄エリア内でルート名表示する道路情報板箇所
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○景観に優れた道路エリアを道路情報板で情報発信

○７月９日から、景観に優れた道路エリアをお知らせするため、シーニックバイウェイ北海道支笏洞爺ニセコ
ルートニセコ羊蹄エリア内の道路情報板30箇所で、ルート名を日本語および英語を交互に表示します。

道路情報板での
表示パターン

【シーニックバイウェイ北海道
支笏洞爺ニセコルート ニセコ羊蹄エリア】

蘭越町、ニセコ町、真狩村、留寿都村、喜茂別町、京極町、倶知安町、
共和町、岩内町、小樽市、赤井川村の11市町村


